
社会保険料の計算 

1. はじめに 

給与の社会保険料の金額は、関係機関から配布される早見表を見ながら設定する方法と、

次に説明する社会保険料率と標準月額報酬から計算する方法があります。 

 賞与等の社会保険料は、支給金額に社会保険料率を掛けで算出します。 

 

2. 社会保険料の計算 

➢ 支給台帳の中にある「社会保険料計算」を押してください。 

この処理は、保険料の改訂があった場合に実行し、毎月行う処理ではありません。 

 

 
 

➢ 社会保険が 

“１”は年金と健康保険料が計算されます。 

“２”は年金は計算されません。 

“０”は計算されません。 

➢ 介護件が 

“1”は介護保険料が計算されます。 

“０”は計算されんせん。 

社会保険及び介護保険は個人マスター登録で設定したものが表示されます。 

➢ 「標準報酬月額」社保庁や私学共済から配布される早見表を見て入れてください。 

4月～6月までの給与が表示されている場合は、自動計算する方法もあります。 

  



➢ 計算実行のボタンを押すと次のような画面になります。 

標準報酬月額で計算しますので、ここを選んでください。 

 

➢ ① ② を確認したあとで、③の「はい」のボタンを押してください。 

計算が終わると、一覧表の画面に戻り次のような金額が設定されます。 

 

 

  



➢ 金額の確認が終わりましたら支給台帳への書き込みを行います。 

“支給台帳への書換”ボタンを押すと、次のような画面が出ますので、通常は“すべて

書換”を選んで実行してください。 

以上の操作で、社会保険料の更新が終わります。次月以降は、前月複写を実行すると、

更新した社会保険料も複写されます。 

 

 

なお、８月頃作成する保険料計算は、“計算実行”を押して、①の「４～６月の平均報酬

月額」で計算すると、4 月～6 月の支給金額から計算できます。 

  

 

 


